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写真 ＦＭ ＴＯＷＮＳ

ＦＭ ＴＯＷＮＳは、１９８９年に富士通株式

会社が発表したパーソナルコンピュータです。

日本で初めて、ＣＤ‐ＲＯＭドライブを標準搭載

したことで知られています。また国内のパソコン

で は い ち 早 く、Ｉｎｔｅｌ ８０３８６と 呼 ば れ る

３２ｂｉｔのＣＰＵを搭載していました。

当時としては強力なグラフィックやオーディ

オ機能を備え、写真や音楽などのマルチメディ

アに対応することが可能でした。

発売時期やスペックにより多くの機種がありますが、こちらは１９８９年春に発売さ

れた初代（モデルＳ２）で、俗に文教モデルと呼ばれ学校など教育機関向けに販売さ

れていたものです。ＣＤ‐ＲＯＭを活用して写真や音をふんだんに使ったソフトウェア

は、マルチメディア教育という指向性に合致して、教育現場でも多く活用されました。

現在では、パソコンにＣＤ‐ＲＯＭドライブが付いているのが当たり前、むしろ最新の

ノートパソコンでは、ＣＤ‐ＲＯＭドライブがない方が普通になってきました。しかし当時

のパソコンにハードディスクはまだあまり普及しておらず、記録装置といえばフロッピー

ディスクが標準でした。１枚のＣＤ‐ＲＯＭにフロッピーディスク５４０枚分の情報が収録

できることで、容量の大きい絵や音も収録することができました。

ＦＭ ＴＯＷＮＳは、日本独自のアーキテクチャＰＣの最後となる機種でもあります。

１９７０年代後半から、家庭用のコンピュータが登場し始めました。１９８０年代は家

電メーカー各社がこぞって、工夫を凝らした特色のあるパソコンを発売するようになり

ました。しかし当時のパソコンは、メーカーが違うとソフトウェアの互換性がありませんで

した。世界的に標準となっていたＰＣ／ＡＴ互換機は日本語に対応していなかったこと

から、日本語表示させるために漢字ＲＯＭなどを搭載して、各メーカーが独自仕様の

アーキテクチャ（設計思想）で組み立てていたためです。

しかし１９９０年に日本語表示を可能にするＯＳであるＤＯＳ／Ｖが登場すると、日本

でもＰＣ／ＡＴ互換機が普及し始めます。

そして１９９５年、Ｗｉｎｄｏｗｓ ９５が発売されると、ほとんどのメーカーはＰＣ／ＡＴ互

換機に転換し、日本独自のアーキテクチャＰＣは終わりを迎えました。
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